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濵邉ヒデさん／ 108 歳（松原）

西田サチさん／ 100 歳（中上江）

若松トミさん／ 100 歳（東内竪） 橋口惇
すなお

さん／ 100 歳（西郷）

米倉マツエさん／ 100 歳（下島内）

百
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

9
月
19
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
村
岡
市

長
が
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
訪
問
。
祝

詞
と
敬
老
祝
金
を
手
渡
し
、
長
寿
を
祝
い
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
内
で
は
、
今
年
度
中
に
満

１
０
０
歳
に
達
す
る
人
は
、
男
性
2
人
、
女

性
6
人
の
計
8
人
で
す
。
え
び
の
市
在
住
で

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、
男
性
5
人
、
女
性

26
人
の
計
31
人
で
す
（
平
成
28
年
8
月
25
日

現
在
）。

　

最
高
齢
者
は
、
女
性
が
１
０
8
歳
の
濵は

ま

邊べ

ヒ
デ
さ
ん
（
松
原
）、
男
性
が
１
０
2
歳
の

四し
た
ん
だ

反
田
初
さ
ん
（
末
永
）
で
す
。

　

え
び
の
市
の
高
齢
化
率
は
、
38
・
62
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
（
平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
）。

　

市
長
か
ら
祝
詞
を
受
け
た
米
倉
マ
ツ
エ
さ

ん
（
下
島
内
）
は
、「
手
芸
が
趣
味
で
す
。

毛
糸
で
た
わ
し
や
か
ご
な
ど
を
作
っ
て
、
一

日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
元
気
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
一

番
で
す
。
来
年
も
ま
た
来
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

※
写
真
の
年
齢
は
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
に

到
達
す
る
満
年
齢

三森タツさん／ 100 歳（南昌明寺）

四反田初さん／ 102 歳（末永）

森永武二さん／ 100 歳（中内竪）

平澤津テツさん／ 100 歳（南原田）
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人事行政の運営状況
　地方公務員法の規定で、地方自治体は、人事行政をどのように運営しているかを公表することが義務付けら
れています。市職員の任免および職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて、市民の皆さんに
お知らせします。

1. 職員の任免および職員数に関する状況
①職員の採用・離職状況（平成 27 年度）

区　　分 一般行政職 税務職 医師・
歯科医師職

薬剤師・
医療技術職

看護・
保健職 福祉職 企業職 技能労務職

その他の
教育職

採用者数 4 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人 2 人
離職者数 7 人 1 人 1 人 1 人 1 人 1 人

区　　分
職員数 対前年増減数

Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28

一
般
行
政
部
門

議　　会 5 5 5 5 5
総　　務 72 74 72 74 75 ＋ 4 ＋ 2 － 2 ＋ 2 ＋ 1
税　　務 17 17 17 16 18 － 1 － 1 ＋ 2
民　　生 21 20 22 21 21 － 1 － 1 ＋ 2 － 1
衛　　生 22 21 21 21 21 － 1 － 1
農林水産 36 37 39 39 39 － 1 ＋ 1 ＋ 2
商　　工 6 6 6 6 6 ＋ 1
土　　木 23 23 23 22 22 ＋ 1 － 1
小　　計 202 203 205 204 207 ＋ 2 ＋ 1 ＋ 2 － 1 ＋ 3

特別行政
部門

教　　育 24 22 23 21 21 － 1 － 2 ＋ 1 － 2
小　　計 24 22 23 21 21 － 1 － 2 ＋ 1 － 2

公営企業等
会計部門

水　　道 9 9 9 9 9
病　　院 39 40 40 40 39 － 1 ＋ 1 － 1
そ　の　他 24 24 24 25 25 － 2 ＋ 1
小　　計 72 73 73 74 73 － 3 ＋ 1 ＋ 1 － 1

合　　計 298 298 301 299 301 － 2 ± 0 ＋ 3 － 2 ＋ 2

②職員数の推移状況（各年４月１日現在） （単位：人）

2. 職員の給与の状況
①職員給与費の状況（平成 28 年度普通会計当初予算）

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 合計（Ｂ）
229 人 878,610 千円 114,288 千円 331,807 千円 1,324,705 千円 5,785 千円

（注）1. 市長、副市長および教育長は除きます。　2. 職員手当には、退職手当は含みません。

区　　分 えびの市 国

一般行政職
大学卒 176,700 円 176,700 円
高校卒 144,600 円 144,600 円

②職員の初任給の状況（平成 28 年４月１日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
大学卒 40.5 歳 312,200 円
高校卒 40.0 歳 305,200 円

技能労務職 高校卒 49.4 歳 369,400 円

③職員の平均年齢、平均給料月額の状況（平成 28 年 4 月１日現在）

④一般行政職職員の級別職員数の状況（平成 28 年４月１日現在）

区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
主査

課長補佐
主任主査

課長

職員数 23 人 32 人 23 人 95 人 23 人 23 人
構成比 10.5　％ 14.6％ 10.5％ 43.4％ 10.5％ 10.5％

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です（職員数には、保健師、栄養士は含みません）。

⑤主な職員手当の状況（平成 28 年４月１日現在）

手当名 えびの市 国

扶養手当
（月額）

配偶者　　　　　　　　　   13,000 円

本市と同じ

扶養親族                  1 人につき 6,500 円

扶養親族（配偶者無）
                                 1 人目のみ 11,000 円

特定期間加算（満 16 歳～満 22 歳）
　　　　　　　　１人につき 5,000 円

住居手当
（月額）

借家・借間（最高限度額：27,000 円）
・家賃 12,001 円以上 23,000 円以下
   家賃額－ 12,000 円を支給

・家賃 23,001 円以上
   （家賃額－ 23,000 円）× 1/2
   ＋ 11,000 円を支給

本市と同じ

通勤手当
（月額）

交通機関利用者
                                支給限度額 55,000 円 本市と同じ

交通用具利用者
使用距離に応じて
                                  3,500 円～ 24,500 円

使用距離に
応じて

2,000 円～
31,600 円

期末勤勉
手当

（加算措置）
職制上の段階等による加算措置あり

本市と同じ

退職手当

本市と同じ

（その他の加算措置）
定年前早期退職特例措置
２～ 20％加算

定年前早期退職
特例措置

3 ～ 45％加算

期末手当 勤勉手当
6 月期 1.225 月 0.8 月

12 月期 1.375 月 0.8 月
計 2.6 月 1.6 月

自己都合 勧奨・定年
勤続 20 年 20.445 月分 25.556 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.582 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度 49.59 月分 49.59 月分

⑥特別職の給料等の状況（平成 28 年４月１日現在）

①勤務時間等の状況

区　　分 給料等月額 期末手当支給割合

給
料

市　長 772,000 円

  6 月期　1.50 月
12 月期　1.65 月

計　3.15 月

副市長 616,000 円
教育長 557,000 円

報
酬

議　長 357,000 円
副議長 315,000 円
議　員 304,000 円

　国民の祝日と年末年始の期間（12 月 29 日～翌年１月 3 日）は、
休日として勤務を要しないことになっています。
②休暇等の状況
　職員の休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇、組合休暇があります。

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

4. 職員の分限および懲戒処分の状況
①分限処分の状況（平成 27 年度）

②懲戒処分の状況（平成 27 年度）

5. 職員の服務の状況
　職員には、地方公務員法第 30 条に「全体の奉仕者として
公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行にあたっては、
全力を挙げてこれに専念しなければならない」と、服務の根
本基準が定められています。職員は、これらの法令および服
務規程などを遵守し、職務を遂行しています。

6. 職員の研修および勤務成績の評定の状況
　市では、行政課題解決と質のよい行政サービスを提供する
ための職員研修を実施しています。平成 27 年度では、派遣
研修を 332 人（実人員 190 人）、市単独研修を 1,062 人が受
講しています。

7. 職員の福祉および利益の保護の状況
①厚生福利制度
　職員は、職員またはその被扶養者の病気・負傷・出産・死亡・
災害等に関して適切な給付を行うための相互救済を目的とす
る共済制度（宮崎県市町村職員共済組合）に加入しています。
また、互助組織である職員厚生会による体育レクリエーショ
ン事業などを通じて職員相互の親ぼくを図り、健康で明るい
職場づくりに努めています。

②公務災害補償制度
　職員が、公務上または公務のための通勤途上に、負傷・疾病・
死亡等の災害を受けた場合、地方公務員災害補償基金より一
定の補償が行われます。

③利益保護制度
　職員は、地方公務員法の定めで、給与・勤務時間その他の
勤務条件に関し、公平委員会に対して地方公共団体の当局に
より適当な措置がとられるべきことを要求できます。また、
懲戒処分など、自己に不利益な処分を受けた場合、公平委員
会に対して不服申立てを行うことができます。

■公平委員会の業務の状況報告
①勤務条件に関する措置の要求の状況
　平成 27 年度に、措置の要求はありませんでした。
②不利益処分に関する不服申立ての状況
　平成 27 年度に、不服申立てはありませんでした。

■お問い合わせ先
市総務課人事係
☎ 35-1111（内線 312・315）
※詳しい内容は、市公式ホームページでも、公表していま
す。

〈アドレス〉http://www.city.ebino.lg.jp/

勤務時間の割り振り
始業時間 終業時間 休憩時間 週休日

午前 8 時 30 分 午後 5 時 15 分 正午～午後 1 時 土・日曜日

区分 免職 降任 休職
分限 0 人 0 人 2 人

区分 免職 停職 減給 戒告
懲戒 0 人 0 人 0 人 0 人
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

１
９
９
４
年
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
協
会
が
世
界
保
健
機
関

と
共
同
で
、
毎
年
9
月
21
日
を

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」

と
制
定
し
ま
し
た
。
世
界
各
国
で

は
、
こ
の
日
を
中
心
に
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
等
に
関
す
る
認
識
・
理

解
を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
認
知
症

を
引
き
起
こ
す
原
因
疾
患
の
一
つ

で
、
原
因
疾
患
に
占
め
る
割
合
は

5
〜
6
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
症
状
は
、
そ
の
ほ
か
に

も
い
ろ
い
ろ
な
原
因
か
ら
発
生
し

ま
す
。

　

認
知
症
が
発
症
す
る
と
記
憶
障

害
や
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
の
適
切

な
判
断
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
生

活
す
る
う
え
で
の
支
障
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
き
ま
す
。
認
知
症
は

高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
す
る
可
能

性
が
高
く
な
る
た
め
、
高
齢
化
が

進
む
今
後
も
、
そ
の
増
加
傾
向
が

続
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
65
歳
未
満
で

発
症
す
る
若
年
性
認
知
症
の
人
も

増
え
て
お
り
、
認
知
症
は
誰
も
が

「
認
知
症
」
へ
の
理
解
を
深
め
ま
せ
ん
か

9
月
21
日
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
で
す

か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
と
言

え
ま
す
。

　

市
で
は
、「
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
」
に
向
け
、
よ
り
多
く
の
人
に

認
知
症
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
え
び
の
市
民
図

書
館
で「
認
知
症
啓
発
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
、
認
知
症
に
関
す
る
情

報
の
掲
示
や
、
本
の
紹
介
を
行
い

ま
す
。　

　

ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
受
講
や
、
地
域
で
の

認知症サポーターキャラバンのマスコット「ロバ隊長」

徘は
い
か
い徊

模
擬
訓
練
に
参
加
し
て
い
る

飯
野
高
校
の
生
徒
手
づ
く
り
の
認

知
症
啓
発
グ
ッ
ズ
の
展
示
・
配
布

等
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
相
談
受
付
も
行
い

ま
す
の
で
、
認
知
症
に
関
す
る
相

談
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
啓
発
コ
ー
ナ
ー
設
置
期
間
】
10

月
1
日
（
土
）
～
28
日
（
金
）

【
相
談
受
付
日
時
】
10
月
5
日

（
水
）・
19
（
水
）
午
前
9
時
～
正

午【
場
所
】
え
び
の
市
民
図
書
館

【
開
館
時
間
】［
平
日
・
土
曜
］
午

前
9
時
～
午
後
7
時

［
日
曜
・
祝
日
］
午
前
9
時
～
午

後
5
時

【
休
館
日
】
10
月
3
日
（
月
）・
11

日（
火
）・
17
日（
月
）・
24
日（
月
）・

26
日
（
水
）

問
市
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め

平
成
28
年
度
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

　

8
月
10
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、「
平
成
28
年
度
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
地
域
に
お
け
る
課
題
解
決

の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

講
演
会
前
に
は
、
自
治
会
活
動

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
田
中
政

俊
さ
ん
（
溝
ノ
口
自
治
会
）、
永

田
通
さ
ん
（
今
西
自
治
会
）、
中

武
正
道
さ
ん
（
飯
野
麓
自
治
会
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
市
民
約
２
０
０
人

が
参
加
し
、
講
師
に
は
、
有
限
会

社
ひ
ま
わ
り
亭
代
表
取
締
役
の
本

田
節せ

つ

氏
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

本
田
氏
は
、「
食
資
源
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
、ひ
と
づ
く
り
、

元
気
づ
く
り
」
の
演
題
で
、
高
齢

者
は
経
験
と
知
恵
が
あ
り
、
そ
の

人
た
ち
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）参加者は、本田氏の講演を熱心に聞いていました

豊
か
な
自
然
を
満
喫

B
E
‐
P
A
L
巨
木
の
森
歩
き
と
沢
遊
び
in
え
び
の

　

8
月
7
日
、
ア
バ
ン
ダ
ン
ト
し

ら
と
り
郷
土
の
森
で
、
巨
木
の
森

歩
き
と
沢
遊
び
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
し
い

国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
を
前
に
、

え
び
の
市
の
山
や
森
の
面
白
さ
を

体
験
し
て
も
ら
お
う
と
ア
ウ
ト
ド

ア
雑
誌
を
刊
行
し
て
い
る
Ｂ
Ｅ
‐

Ｐ
Ａ
Ｌ
と
連
携
し
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
神
奈
川
県
や
静
岡
県
な
ど

の
県
内
外
か
ら
約
30
人
の
親
子
連

れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

巨
木
が
多
数
群
生
す
る
豊
か
な

森
の
中
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
帰
り

道
で
は
き
れ
い
な
沢
の
自
然
の

プ
ー
ル
で
水
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
下
湯
に
戻
っ

て
か
ら
は
長
谷
部
雅
一
氏
を
講
師

に
シ
ン
グ
ル
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
利

用
し
た
お
や
つ
づ
く
り
教
室
を
行

い
ま
し
た
。
最
後
は
下
湯
の
温
泉

も
楽
し
み
、
え
び
の
の
自
然
を
満

喫
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

問
市
農
林
整
備
課
林
務
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
２
９
）沢遊びを楽しむ参加者

　地域包括支援センターでは、「認知症サポー
ター養講座」を開催しています。認知症サポ
ーターとは、認知症を正しく理解し、認知症
の人やその家族を温かく見守る応援者です。
現在、えびの市には 1,092 人の認知症サポー
ターがいます。
　子どもから大人まで、どなたでも受講する
ことができます。興味のある人は、地域包括
支援センターにお問い合わせください。
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CIVIC NEWS
市政ニュース

行
政
の
対
応
に
困
っ
た
ら

10
月
17
日
～
23
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す

行政相談委員の馬越脇泰二さん、永田萌子さん

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
多
く
の

人
に
行
政
相
談
を
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
10
月
17
日
（
月
）
か

ら
23
日
（
日
）
ま
で
の
1
週
間
を

「
行
政
相
談
週
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

国
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、「
苦

情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」、

「
相
談
し
て
み
た
が
説
明
に
納
得

が
い
か
な
い
」、「
制
度
や
仕
組
み

が
わ
か
ら
な
い
」、「
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
な

ど
の
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
毎
月
第
1
水
曜
日
に

行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】
毎
月
第
1
水
曜
日
（
平

成
29
年
1
月
は
第
2
水
曜
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】
市
役
所
2
階　

2
‐
１

会
議
室

【
行
政
相
談
委
員
】
永
田
萌
子
・

馬
越
脇
泰
二

※
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
無
報
酬
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
公
平
中
立
な
立
場

か
ら
解
決
を
促
進
す
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
料
】
無
料

【
そ
の
他
】
相
談
は
、
総
務
省
宮

崎
行
政
評
価
事
務
所
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で

も
同
じ
番
号
で
か
け
ら
れ
る
行
政

苦
情
１
１
０
番
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
行
政
苦
情
１
１
０
番

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
１
１
０

問
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
８
６
）

長
春
市
と
の
友
好
を
深
め
る

中
国
長
春
市
留
学
生
交
流
10
周
年
記
念
事
業

　

市
で
は
、
８
月
21
日
～
24
日
、

中
国
長
春
市
留
学
生
交
流
10
周
年

記
念
事
業
と
し
て
中
国
吉
林
省
長

春
市
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
章
学
園
九
州
国
際

高
等
学
校
に
長
春
市
か
ら
の
留
学

生
が
入
校
す
る
よ
う
に
な
り
10
周

年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
交
流
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。

　

訪
問
に
は
、
市
長
、
市
議
会
議

長
、
市
職
員
、
飯
野
高
校
校
長
、

飯
野
高
校
生
7
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

訪
問
で
は
、
吉
林
省
教
育
庁
副

庁
長
や
長
春
市
副
市
長
と
の
会
談

を
行
い
、
え
び
の
へ
の
留
学
に
対

す
る
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、

え
び
の
米
、
牛
肉
、
自
然
や
観
光

な
ど
の
え
び
の
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、長
春
日
章
学
園
高
中（
高

校
）
を
訪
問
し
、
入
学
式
に
出
席

し
ま
し
た
。
飯
野
高
校
生
は
入
学

式
後
の
親
睦
交
流
会
で
え
び
の
音

頭
を
披
露
し
て
会
場
を
盛
り
上

げ
、
交
流
会
終
了
後
は
日
章
学
園

高
中
の
生
徒
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
馬
場
翔
子
さ
ん
（
高

校
３
年
）
は
「
世
界
史
が
大
好
き

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
料

理
は
、
日
本
と
味
が
違
う
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
、
中
国
の
本
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
親
切
に
接
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
国

へ
行
っ
て
勉
強
し
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
課
市
民
協
働
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）長春市張敬安副市長との会談

皆
さ
ん
の
力
で
解
放
を

人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

　

8
月
20
日
、
第
25
回
人
権
を
考

え
る
市
民
の
つ
ど
い
が
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ど

い
に
は
、
約
５
２
０
人
の
市
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
人
権
・
同
和

問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
人
権
問

題
に
対
す
る
市
民
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
新
潟
産
業
大
学
経

済
学
部
准
教
授
の
蓮
池
薫
氏
が
招

か
れ
、「
夢
と
絆
を
求
め
て
～
翻ほ

ん
ろ
う弄

さ
れ
た
運
命
の
中
で
～
」
の
演
題

で
講
演
し
ま
し
た
。
蓮
池
氏
は
北

朝
鮮
の
工
作
員
に
拉
致
さ
れ
、
自

分
の
夢
を
奪
わ
れ
た
経
験
を
も
と

に
、
命
の
大
切
さ
や
家
族
と
の
絆

の
大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
蓮
池
氏
は
「
今
も

ま
だ
北
朝
鮮
に
い
る
拉
致
被
害
者

を
助
け
出
す
に
は
、
皆
さ
ん
の
声

が
必
要
で
す
」
と
力
を
込
め
て
話

し
て
い
ま
し
た
。　
　

問
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
５
０
）拉致された時の心境を語る蓮池氏

安
全
に
通
学
で
き
る
た
め
に

通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検

　

8
月
22
日
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
各
小
学
校
区

で
通
学
路
危
険
箇
所
合
同
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
学
校
で
は
、
登
下
校
時
の

安
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
関
係
機
関
の

協
力
が
必
要
で
す
。こ
の
点
検
は
、

各
関
係
機
関
と
合
同
で
行
う
こ
と

で
、
危
険
箇
所
の
情
報
を
共
有
し

改
善
を
行
う
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

点
検
に
は
、
小
林
土
木
事
務

所
、
え
び
の
警
察
署
、
市
建
設
課
、

市
基
地
・
防
災
対
策
課
、
市
農
林

整
備
課
、
市
学
校
教
育
課
、
各
小

中
学
校
の
教
職
員
ら
約
30
人
が
参

加
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
通
学

路
な
ど
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
回
の

点
検
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
応
で

き
る
も
の
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま

す
。

問
市
学
校
教
育
課
教
育
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
４
１
５
）警察、道路管理者、教職員などが合同で点検
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8
月
15
日
、
宮
崎
実
戦
空
手
道
覇
道

会
が
市
長
を
訪
問
。
8
月
7
日
に
別
府

市
で
行
わ
れ
た
第
10
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
九
州

地
区
大
会
で
原
田
聖せ

な那
く
ん
（
飯
野
中

3
年
・
写
真
左
）
が
準
優
勝
、
原
田
夢ゆ

来ら

く
ん
（
飯
野
小
5
年
・
写
真
右
）
と

一回戦突破を目指す
全日本ジュニア空手道選手権全国大会出場

竹
本
夏
樹
く
ん
（
飯
野
中
2
年
・
写
真

中
央
）
が
優
勝
し
、
優
勝
の
2
人
が
11

月
に
東
京
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

竹
本
く
ん
は
「
今
ま
で
よ
り
も
練
習

量
を
増
や
し
て
一
回
戦
を
突
破
し
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
17
日
～
22
日
ま
で
、
市
相

撲
場
で
、
大
相
撲
武
蔵
川
部
屋
え

び
の
合
宿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合

宿
に
は
、
武
蔵
川
親
方（
元
横
綱

武
蔵
丸
）と
弟
子
14
人
が
参
加
し
、

稽
古
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

合
宿
中
に
は
、
ち
ゃ
ん
こ
の
振

る
舞
い
や
道
の
駅
え
び
の
で
の
赤

ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
、
市
民
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

ち
ゃ
ん
こ
振
る
舞
い
に
来
て
い

た
小
学
生
は
「
薄
味
で
、
食
べ
や

す
か
っ
た
で
す
。
お
か
わ
り
し
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
25
日
、
え
び
の
ク
ラ
ブ
の

代
表
３
人
が
市
長
を
訪
問
。第
18

回
宮
崎
県
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
で
優
勝
し
、
９
月
10
、
11

日
に
長
崎
県
で
行
わ
れ
る
第
23
回

九
州
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

福
元
勇
太
監
督
は
「
私
た
ち
の

チ
ー
ム
は
、
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
と
粘

り
強
さ
が
持
ち
味
で
す
。守
り
を

固
め
て
、
勝
機
を
見
出
す
試
合
展

開
を
し
た
い
で
す
。全
国
大
会
出

場
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

大相撲武蔵川部屋えびの合宿

多くの市民と交流

第 18 回宮崎県クラブサッカー選手権大会優勝

宮崎県代表として頑張る

　

8
月
28
日
、
西
長
江
浦
の
南
方
神
社

な
ど
を
会
場
に「
大
太
鼓
踊
り
」が
行
わ

れ
、
西
長
江
浦
大
太
鼓
踊
保
存
会
の
20

人
が
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

大
太
鼓
踊
り
は
、通
称「
ウ
バ
ッ
チ
ョ

（
大
バ
チ
）踊
り
」と
も
い
い
、
４
４
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

勇壮な舞いで五穀豊穣
西長江浦の南方神社で大太鼓踊り

　

踊
り
手
は
、
直
径
１
２
０
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
あ
る
大
太
鼓
を
か
つ
ぎ
鉦か

ね

と

「
ヤ
ァ
ー
ド
ッ
コ
イ
」の
か
け
声
に
合
わ

せ
て
舞
い
踊
り
ま
す
。

　

訪
れ
た
多
く
の
人
た
ち
は
、
踊
り
手

の
勇
壮
な
舞
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

8
月
21
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
海
外
で
も
活
躍
し
て
い
る
宮
崎

県
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
松
下
彩
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
プ

ロ
の
奏
で
る
音
色
を
じ
か
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
文
化
セ
ン
タ
ー

の
自
主
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　

リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
ア
ン
コ
ー

ル
を
含
め
て
8
曲
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
約
３
０
０
人
が

来
場
し
、
ピ
ア
ノ
の
音
色
に
魅
了

さ
れ
ま
し
た
。

松下彩ピアノリサイタル

きれいな音色で魅了

　

8
月
20
日
、
宮
崎
市
で
県
内
26

市
町
村
が
参
加
す
る
「
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
プ
レ
ゼ
ン
ツ
ご
当
地
グ
ル

メ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
ｉ
ｎ
ま

つ
り
宮
崎
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
は
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

特
Ａ
の
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の

上
に
宮
崎
牛
の
ス
テ
ー
キ
を
の

せ
、
市
内
の
野
菜
を
添
え
た
「
特

Ａ
え
び
の
米
ぎ
ゅ
う
・
ぎ
ゅ
う
膳
」

を
出
品
し
ま
し
た
。

　

開
店
直
後
か
ら
長
蛇
の
列
が
で

き
、
準
備
し
て
い
た
３
０
０
食
が

約
3
時
間
で
完
売
す
る
人
気
で
、

結
果
は
4
位
で
し
た
。

ご当地グルメコンテスト2016inまつり宮崎

えびの市ブースに長蛇の列
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（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

炎
天
を
浴
び
つ
つ
稲
の
逞
し
さ

ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
穂
孕
み
始
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
澤
尚
子

　
九
月
は
月
見
月
で
自
然
界
す
べ
て
が
秋
の
光
を
受
け
透
明
感
が
あ
り
白
く
輝
い
て
い
る
。

　
酷
暑
と
雷
鳴
（
神
鳴
の
意
）
の
下
で
稲
は
実
を
は
ら
む
と
言
う
伝
説
を
聞
い
た
事
が
あ
る
。

　
見
は
る
か
す
青
く
逞
し
い
稲
、
吹
き
渡
る
風
に
生
命
の
躍
動
を
感
じ
癒
さ
れ
て
い
る
穏
や
か

な
作
者
が
い
る
。す
ば
ら
し
い
詠
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  （
評
：
竹
下
妙
子
） 

短
歌名

月
や
中
州
の
橋
の
在
り
ど
こ
ろ

　

石
坂
伊
左
郎

　
福
岡
市
の
飲
食
街
中
州
の
橋
の
上
か
ら
、
少
し
酔
っ
て
眺
め
て
い
た
仲
秋
の
名
月
。明
る
く

ビ
ル
の
上
に
輝
く
姿
は
、
鮮
明
な
記
憶
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩巣

立
ち

田
中
虎
夫　

初
夏
の
日
差
し
を
あ
び

畑
の
草
刈
り
終
え
る

木
漏
れ
日
微
風
の
な
か
を

通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
と
き

ガ
サ
ガ
サ
ッ
と　

小
鳥
が
頭
上
か
ら
飛
び
出
し

杉
大
木
の
草
地
に　

落
ち
る
よ
う
に
留
っ
た

草
上
に
羽
を
広
げ　

体
は
地
面
に
お
き

頭
を
あ
げ
て　

周
囲
を
見
廻
し
て
い
た

背
は
オ
リ
ー
ブ
か
っ
色

眼
上
に
灰
白
色
の　

眉
班
が
あ
り

目
と
目
が
合
う
と　

眼
差
し
が
愛
し
か
っ
た

あ
た
り
飛
び
ま
わ
る
鳥
が
い
た

〝
巣
立
ち
〟
の
瞬
間
だ
っ
た

自
然
の
営
む
命　

大
切
に
し
た
い

緑
の
風
に
血
が
た
ぎ
る

広
い
畑
で
カ
ラ
ス
た
ち
が
戯
れ
る

孟
宗
叩
い
て
追
払
い　

戻
っ
て
み
る
と

太
い
根
っ
子
に
寄
り
添
い

ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に　

た
た
ず
ん
で
い
た

自
然
の
妙
技
は　

明
日
へ
尊
い
夢
育
み
続
け
る

豚肉のカット作業

土井加奈子さん

所在地 えびの市大河平 4633

業務内容

・と畜
・解体処理
・カット
・ハム・ソーセージ
製造

・食肉加工
開設 昭和 61 年

従業員 210 人
電話番号 33-4129

　

市
で
は
、
市
内
の
事
業
所
情
報
を
市
民
に
提
供
し
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就

業
先
選
択
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
5
月
か
ら
掲
載
を
希
望
す
る
事
業
所
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
広
報
え
び
の
で
5
社
程
度
の
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
観
光
商
工
課
企
業
誘

致
・
商
工
振
興
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
３
５
‐
1
1
1
1
（
内
線
３
３
３
）

【事業所規模】

会社概要

　昭和54年に大阪からえびの市に進出し、昭
和61年に食肉センターを設立した株式会社
丸正フーズは、「安心とおいしさをもっと広
く。これからも」を企業テーマに、牛、豚のと
畜解体業務から部分肉製造、食肉加工品製造
まで一貫した生産体制により、高品質な商品
を製造しています。
　工場に搬入された肉牛・肉豚は、ボックス
ミートとして出荷するまで一切外気に触れる
ことなく、徹底した衛生管理のもとで処理し
ています。加工工場では、ウインナーやハム、
カレーなど、約60種類の加工品を製造してい
ます。
　丸正グループは、丸正フーズの他にアメリ
カに牧場と工場を設立しています。丸正フー
ズでは、アメリカの工場への研修も行ってい
ます。また、インターンシップの受け入れや、
地域イベントにも積極的に参加するなど協働
のまちづくりにも取り組んでいます。

　丸正フーズで働いている姉の影響で入
社して、3年目になります。主な仕事とし
て、牛のと畜申請書などの書類作成の事
務をしています。
　計算や数字を扱う時は、ミスのないよ
うに何度も繰り返し確認するよう心がけ
ています。たくさんの仕事をこなせるよ
う頑張っていきたいです。

働く人の声

株式会社　丸正フーズ

ウインナーの製造

●四 川風 麻 婆豆 腐

【紹介者】地域おこし協力隊　木戸悠輔隊員

香りと辛味が食欲をそそる一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.93

レシピ

【材料】（3人分）
木綿豆腐 1丁、豚スライス肉 
100g、ニラ 1/2束、菜種油 適
量、ニンニク 1片、花山椒 小
さじ1、鷹の爪 1/2本、ショウ
ガ 1片、豆板醤 大さじ1/2、甜
麺醤 大さじ1/2、オイスター
ソース 大さじ1/2、水 200ml、
片栗粉 大さじ1、ゴマ油 適量

【作り方】
① 豆 腐 は 2 ㎝ 角 に 、 ニ ラ は 5 ㎝ 程 に カ ッ ト す る 。 ニ ン ニ
ク は 包 丁 の 背 で 潰 し 、 シ ョ ウ ガ は す り お ろ す 。 豚 ス ラ
イ ス 肉 は 細 か く カ ッ ト す る 。
② フ ラ イ パ ン に 油 、 ニ ン ニ ク 、 鷹 の 爪 、 花 山 椒 を 入 れ
て 弱 火 で 香 り を 出 す 。 十 分 に 香 り が 立 っ た ら 豚 肉 を 入
れ て 炒 め 、 シ ョ ウ ガ 、 豆 板 醤 、 甜 麺 醤 、 オ イ ス タ ー ソ
ー ス を 加 え 軽 く 炒 め る 。
③ ② に 水 と 豆 腐 を 加 え 豆 腐 が 温 ま り か か っ た ら ニ ラ を
入 れ て 軽 く 和 え る
④ ③ に 水 で 溶 い た 片 栗 粉 を 回 し 入 れ 、 と ろ み が つ い た
ら ゴ マ 油 を 回 し か け る 。

100万本のコスモスを昼も夜も楽しめます。
●�日時＝9月17日（土）～ 10月23日（日）
●�場所＝花の駅 生駒高原
●�内容＝秋の物産市場、ご当地グルメ屋台、ナイトコス

モスなど

コスモスまつり

小林市えびの

�えびの市観光協会
　☎35-3838

�花の駅 生駒高原
　☎27-1919

●�日時＝10月15日（土）～ 16日（日）午前10時～午後4
時

●�場所＝グリーンパークえびの
●�内容＝特産品の出店やステージイベント、カヌー体験、

ミニ新幹線などの催しを企画しています。

第11回秋季えびの観光祭

vｏｌ．2
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皆
さ
ん
、
日
頃
、
運
動
を
し
て
い
ま

す
か
？
平
成
23
年
度
に
え
び
の
市
で
健

康
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

週
に
1
回
以
上
運
動
す
る
人
の
割
合
は

47
・
4
％
で
し
た
。

　

運
動
を
し
な
い
理
由
と
し
て
、「
時

間
が
な
い
」
と
い
う
人
が
多
い
で
す
。

以
前
は
、
20
分
以
上
続
け
て
運
動
し
な

い
と
効
果
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
、
朝
30
分
の
運
動
を
行

う
よ
り
、
30
分
お
き
に
1
0
0
秒
の
運

動
を
1
日
18
回
行
っ
た
方
が
、
糖
尿
病

【
歩
数
を
増
や
す
方
法
】

・
近
場
に
買
い
物
や
遊
び
に
行
く
時
は

車
を
使
わ
な
い
。
も
し
、
使
う
時
は
一

番
遠
い
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
停
め
る
。

・
雨
の
日
や
暑
い
日
な
ど
部
屋
の
中
で

体
を
動
か
す
。外
で
運
動
す
る
の
と
効

果
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

・
階
段
を
積
極
的
に
利
用
す
る
。

・
で
き
る
だ
け
遠
く
の
ト
イ
レ
を
使
用

す
る
。な
ど

＊
高
血
圧
等
で
治
療
中
の
人
は
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　　

　
文
：
市
健
康
保
険
課 

徳
丸
保
健
師

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

運
動
の
ス
ス
メ

の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
調
査
結

果
も
出
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
の
生
活
に
プ
ラ
ス
約
２
，

０
０
０
歩
に
相
当
す
る
運
動
を
行
う
と
、

H
b
A
1
c
な
ど
糖
尿
病
の
値
の
低
下

が
期
待
で
き
、
３
，
０
０
０
歩
に
相
当

す
る
運
動
の
増
加
で
、
10
年
間
の
心
疾

患
が
16
・
2
％
、
脳
血
管
疾
患
が
21
％

低
下
し
た
と
の
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。

　

万
歩
計
を
身
に
付
け
、
1
日
プ
ラ
ス

２
，
０
０
０
～
３
，
０
０
０
歩
を
目
指

し
、
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

リ
駆
除
、
カ
ビ
除
去
、
浄
水
器
、
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
、
布
団
な
ど

　

頼
ん
で
も
い
な
い
業
者
は
、
家
に
入

れ
た
り
、
屋
根
に
上
が
ら
せ
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。「
今
日
は
お

安
く
で
き
ま
す
」
な
ど
の
言
葉
に
惑
わ

さ
れ
て
、
即
決
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

困
っ
た
時
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相

談
を

宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支
所

☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

　

　
文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
 N o t e  o f  L i v i n g

悪
質
商
法
の
手
口
に
気
を
付
け
て

○
押
し
買
い
（
訪
問
購
入
）

　
「
不
要
な
品
を
高
く
買
い
取
り
ま
す
」

と
い
っ
て
家
庭
を
訪
問
し
、
言
葉
た
く

み
に
貴
金
属
や
骨こ

っ
と
う董
品
な
ど
を
不
当
に

安
い
価
格
で
買
い
取
っ
て
し
ま
う
手
口

で
す
。

　

飛
び
込
み
の
訪
問
購
入
は
法
律
で
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
業
者

は
、
絶
対
に
室
内
に
招
き
入
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

訪
問
購
入
（
押
し
買
い
）
は
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
8
日
以
内

で
あ
れ
ば
無
条
件
に
買
い
取
ら
れ
た
も

の
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
点
検
商
法

　

頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
、「
無
料
点

検
し
ま
す
」
な
ど
と
い
っ
て
屋
根
や
床

下
を
点
検
し
よ
う
と
す
る
業
者
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。不
要
な
工
事
を
す
す

め
た
り
、
雑
な
工
事
を
し
た
り
し
て
か

え
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
業
者
も
い

ま
す
。

例
：
屋
根
補
修
、
床
下
換
気
扇
、
シ
ロ
ア

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件 本年累計 195件

特殊詐欺に注意しましょう

台風などの災害に備えを

大正 12 年 9 月 1 日に関東大震災が発生し、死者
行方不明者が 14 万人以上とされる惨事となり

ました。
　これを教訓として政府は、防災の意識を高めるた
めに毎年 9 月 1 日を「防災の日」として、昭和 35 年
に制定しました。8 月 30 日から 9 月 5 日までが防災
週間、9 月が防災月間です。
　東日本大震災をはじめとして、近年各地で災害に
よる甚大な被害が出ています。また台風のシーズン
でもあり、今後も台風等の発生で多くの被害が予想
されます。今一度家庭の中で、防災グッズの準備や
点検、避難場所の確認などを行っておきましょう。

宮 崎 県 内 で は 、特 殊 詐 欺 の 被 害 に 遭 う 人 が い
ま だ 後 を 絶 ち ま せ ん 。

　 そ れ は 、一 本 の 電 話 や メ ー ル か ら 始 ま り ま す 。
え び の 市 内 で も 、不 審 な 電 話 や メ ー ル が 毎 日 の
よ う に 送 ら れ て お り 、油 断 で き な い 状 態 で す 。
　 特 殊 詐 欺 は 、オ レ オ レ 詐 欺 、架 空 請 求 詐 欺 、還
付 金 詐 欺 、融 資 保 証 金 詐 欺 、金 融 商 品 名 目 の 類
似 詐 欺 な ど さ ま ざ ま な 手 口 が あ り 、巧 妙 化 し て
い ま す 。
　 少 し で も お か し い な と 思 っ た ら 、一 人 で 悩 ま
ず 、ま ず 、警 察 に 相 談 し て く だ さ い 。

8月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 8件
救 急 83件 年 計 525件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33‒0110

えびの消防署 ☎ 33‒6119

8月の交通事故発生状況
人 身 10件 本年累計 61件
物 件 40件 本年累計 204件

　

え
び
の
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
本
年
2
月
に
赴
任
し
て
約
半
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

短
い
期
間
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
や
お
祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
お
手

伝
い
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ど
の
活
動
で
も
感
じ
た
の
が
、
地
域

の
人
の
結
束
力
と
ず
っ
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
あ
ら
ま
し
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。

　

そ
こ
で
思
っ
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
事
を

本
番
だ
け
で
な
く
、
準
備
段
階
か
ら
終

わ
り
ま
で
き
ち
ん
と
記
録
保
存
し
て
さ

ら
に
後
世
に
繋
い
で
い
く
作
業
が
必
要

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
田
代
地
区
の
納
涼
ひ

ま
わ
り
ロ
ー
ド
祭
で
は
、用
水
路
を
ボ
ー

ト
で
下
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
勢
50
人
以

上
で
、
3
歳
～
68
歳
ま
で
の
人
が
参
加

し
て
、
た
く
さ
ん
の
満
足
度
の
高
い
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

田
代
地
区
の
皆
さ
ん
の
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
実
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
が
、
当
日
は
え
び
の
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
7
人
で
運
営
に
あ
た
っ
た
初
の

イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

え
び
の
の
素
晴
ら
し
い
自
然
に
直
接

触
れ
る
、
新
し
い
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
こ

と
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地域おこし協力隊の活動紹介
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お 知 ら せ

東日本大震災で被災し避難した人達に何ができるか、何が
必要かを考えたときに、衣食住は、人間が生きるうえで

必要不可欠であることは疑いようがありません。
　ただ、衣食住は生きるための手段で目的ではありません。
生きる目的を考えるときに、本もその役割を担えます。この
本には、シャンティ国際ボランティア会の本を届けるために
移動図書館車を調達し、走らせるまでの奮闘ぶりが書かれて
います。

走れ ! 移動図書館

鎌倉幸子／著
（筑摩書房）

かぞえうた「ひのたまかぞえうた」や「へんなひとかぞえ
うた」など、6つのうたがつづられたユーモアあふれ

る絵本です。独特な言葉選びのセンスが笑いを誘います。
　絵本作家スズキコージさんの描くシュールで不気味な絵
と切り絵も面白く、ひとつひとつをじっくり眺めるだけで
も飽きることがありません。
　お気に入りを声に出して読んでみるのも楽しいですよ。

かぞえうたのほん

岸田衿子／著
（福音館書店）

◎お知らせ

認知症啓発コーナー
認知症に関する本・DVD・飯野高校の生徒手作りの認知
症関連グッズ等の展示や地域包括支援センター職員が
認知症に関する悩みごとなどの相談を受け付けます。
●期間＝10月1日（土）～ 28日（金）
●場所＝図書館入口

ぬいぐるみおとまり会
ぬいぐるみや人形を図書館にお泊まりさせてみません
か。その様子をミニアルバムにしてプレゼントします。
●日時＝10月8日（土）午前11時～ 9日（日）午後3時
●定員＝10組※先着順

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

○「冷凍たまごのこくまろレシピ」　赤坂 みちよ 著　世界
文化社
○「柿づくし」　浜崎 貞弘 著　農山漁村文化協会
○「アンマーとぼくら」　有川 浩 著　講談社
○「おおあたり」　畠中 恵 編　新潮社
○「編集」　豊田 きいち 著　パイインターナショナル

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「麓橋団地→
自衛隊官舎」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老人福祉センター」
⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

◎10月のスケジュール
月間行事 認知症啓発コーナー（10月1日～ 28日）

1 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
3 月 休館日
5 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
7 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
8 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

ぬいぐるみお泊まり会 11：00 ～
9 日 ぬいぐるみお泊まり会 ～ 15：00

11 火 休館日
12 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
13 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
14 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15
15 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～
17 月 休館日
19 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15
21 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30
22 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
24 月 休館日
26 水 館内整理日

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15
27 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55
28 金 パン・野菜・手芸品等の販売 9：45 ～ 11：00

喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00
移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

29 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
31 月 休館日

◎「最近入ったお勧め本」

ご利用ください「法務局休日相談所」

　宮崎地方法務局都城支局では、「法務局休日相談所」を
開設します。
　相談は無料です。秘密は固く守られますので、お気軽
にご相談ください。

【日時】10月2日（日）午前10時～午後4時まで
【場所】都城中央公民館大会議室
【相談内容】登記（売買、相続等）、遺言、成年後見、境界

問題、戸籍、近隣間のトラブル、人権問題など
【相談員】法務局員、公証人、司法書士、土地家屋調査士、

人権擁護委員
　なお、事前の予約が必要ですので、宮崎地方法務局都
城支局総務課にお問い合わせください（ 0986-22-0490 
音声ガイダンスに従って「3」を押してください）。	
※予約時間：午前8時30分～午後5時15分（土、日・祝日を
除く）
※予約期限：9月30日（金）
申・問宮崎地方法務局都城支局 総務課
電話0986-22-0490

「えびの市商業祭」

　商工会では、「田の神さあ商品券キャンペ－ン事業」に
代わって「えびの市商業祭

まつり

」を実施します。
【概要】商工会加盟店（市内55店舗）で商品購入時のレシ

－トまたは領収書10,000円分以上を集めて「専用の封筒」
に入れ、えびの市商工会または抽選券引換え協力店に持
参してください。集めた抽選券は厳正なる抽選会におい
て、高額商品券が多数当たります。※10,000円で抽選券1
枚と引き換えることができます。「専用の封筒」は商工会
加盟店で取得することができます。

【レシ－ト・領収書を集める期間】10月3日（月）～ 11月
30日（水）

【抽選券引換期間】
10月3日（月）～ 12月5日（月）※12月1日以降のレシート・
領収書は対象外です。

【抽選券引換所】
・えびの市商工会（土、日、祝日を除く午前9時～午後5時）

・協力店
地区 店名 問い合わせ先

飯野
くろきセンター 33-0113
お菓子の香菊 33-3856
アイショップえびの店 33-3481

加久藤 川野金物店 35-1578

真幸
尾山商店 37-1101
家具のしまや 37-1700
あきもと靴店 37-1134

【加盟店】55店舗（えびの市商工会員事業所）※9月21日
（水）・28日（水）の新聞折込チラシに掲載し、店頭にポス

タ－または、のぼり旗等を掲示します。えびの市商工会
ホ－ムペ－ジ（ http：//www.miya-shoko.or.jp/ebino/ ）
にも掲載します。

【当選発表】12月19日（月）※当日の新聞折込チラシ、え
びの市商工会ホームペ－ジで発表します。
問えびの市商工会
☎35-1544

ご相談ください「労働相談会」

　県労働委員会では、労働者と使用者との間の労働問題
に関する相談に応じています。
　平日夜間、土曜日、日曜日の相談もお受けしますので、
現在トラブルを抱えている人、職場でのちょっとした疑
問など、労働問題のことなら何でも結構です。お気軽に
ご相談ください。

【開催日】10月17日（月）～ 23日（日）
【時間】［平日］午前8時30分～午後8時
［土・日］午前9時～午後5時※土曜、日曜日は事前に電話

連絡をお願いします。
【場所】宮崎県労働委員会事務局（県庁3号館6階）
【対象】県内の事業所に勤務する労働者および使用者
【相談方法】電話・面談・ファックス・電子メール
【相談費用】無料
問宮崎県労働委員会 事務局
☎0985-26-7538（相談専用「働くあんしんサポ－トダイ
ヤル」）
FAX 0985-20-2715
Ｅ-mail rohdohi＠pref.miyazaki.lg.jp
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ご来館ください「大河平家・家宝展」

　市歴史民俗資料館では、「大河平家・家宝展」を開催し
ます。薩摩藩時代の刀類、明治期の勲章および貴重な短
冊等を展示します。ぜひ、お越しください。

【開催期間】10月8日（土）～ 10月25日（火）
【場所】市歴史民俗資料館
【開館時間】［平日］午前9時～午後6時
［日・祝日］午前9時～午後5時
【休館日】10月17日（月）・24日（月）
【入場料】無料
問市歴史民俗資料館
☎35-3144

受講者募集「えびの市再発見講座」

　市では、えびの市の歴史や文化を学ぶための講座を開
催します。講師にえびのガイドクラブを招き、市内各地
の史跡や名所をバスで巡ります。あなたの知らないえび
の市の良さを再発見しませんか。

【開催日】10月11日（火）、25日（火）の全2回
【時間】午後1時～午後3時30分
【定員】20人程度
【場所】市内各地
【集合場所】市文化センター　東側駐車場
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課社会教育係に電話でお申し込

みください。
【申込期限】10月3日（月）
申・問市社会教育課 社会教育係 
☎35-1111（内線483）

平成28年度結核検診（加久藤・真幸
地区）を実施します

　加久藤・真幸地区の結核検診を実施します。対象者であ
る65歳以上の市民の人は次の日程のいずれかで検診を受
けてください。ただし、次に該当する人は受ける必要はあり
ませんので、市健康保険課市民健康係までご連絡ください。

①平成28年4月以降に職場や病院、施設等で胸部レントゲ
ン検査を受けた人
②今年度肺がん検診を受診した人や市の人間ドックに申し
込みをしている人

【受診方法】対象者の人には、結核検診実施通知書が郵送
されます。結核検診実施通知書を持って検診会場にお越し
ください。※検診費は無料です。

【日程および会場】

期　日 会　場 時　間

10 月 4 日

（火）

栗下区営農研修館 9：30 ～ 10：50
尾八重野コミニュティセンター 11：10 ～ 11：30
永山公民館 13：20 ～ 14：20
大溝原公民館 14：40 ～ 15：20

10 月 5 日

（水）

西郷・新光工業前 9：30 ～ 10：40
湯田・上中野直樹様宅前 11：00 ～ 11：30
市役所（駐車場） 13：20 ～ 15：30

10 月 6 日

（木）

麓公民館  9：30 ～ 10：20
前松原公民館 10：40 ～ 11：30
東川北公民館 13：20 ～ 14：20
牧の原公民館 14：50 ～ 15：10

10 月 12 日

（水）

灰塚公民館 9：30 ～　9：50
西長江浦下営農研修センター 10：10 ～ 10：40
西長江浦上営農研修センター 11：00 ～ 11：30
東長江浦上公民館 13：20 ～ 14：00
東長江浦下公民館 14：20 ～ 14：40

10 月 13 日

（木）

JR えびの駅前（加久藤） 9：30 ～ 10：30
榎田公民館 11：00 ～ 11：30
東内竪公民館 13：20 ～ 14：20
南昌明寺・湯園公民館 14：40 ～ 15：20

10 月 19 日

（水）

上島内公民館 9：30 ～ 10：00
上向江・田代長茂様宅 10：30 ～ 11：30
中浦公民館 13：20 ～ 14：00
柳水流公民館 14：20 ～ 14：40
亀沢・池嶋幸様宅前 15：00 ～ 15：20

10 月 21 日

（金）

下浦公民館 9：30 ～ 10：10
上浦・田畑清盛様宅 10：30 ～ 10：50
岡元小学校 11：10 ～ 11：30
下島内公民館 13：20 ～ 14：20
中内竪・旧マサキコーセン 14：50 ～ 15：10

10 月 27 日

（木）

岡松運動場  9：30 ～ 10：10
西の野公民館 10：30 ～ 10：50
西内竪公民館 11：10 ～ 11：30
南岡松公民館 13：20 ～ 14：30
北昌明寺公民館 14：50 ～ 15：30

【リフト付検診車について】
　リフト付検診車では車いすから検診専用の車いすに乗り
換えて撮影ができます。通常の検診車での受診が困難な人
は、ぜひ、この日をご利用ください。

期　日 会　場 時　間

10 月 18 日

（火）

真幸出張所 9：00 ～ 11：30
西川北公民館 13：20 ～ 14：20
市営古川団地駐車場 14：50 ～ 15：20

11 月 22 日

（火）

飯野地区コミュニティセンター 9：00 ～ 10：00
上江地区体育館 10：30 ～ 11：20
飯野駅前地区体育館 13：20 ～ 14：10
下大河平公民館 14：40 ～ 15：10

11 月 24 日

（木）

真幸出張所 9：00 ～ 10：30
下島内公民館 11：00 ～ 11：30
えびの市役所駐車場 13：20 ～ 14：30
国際交流センター 15：00 ～ 15：30

問市健康保険課 市民健康係
☎35-1111（内線275）

ご参加ください「訓練生募集説明会」

　建設労働者緊急育成支援事業として、深刻な人材不足
に陥っている建設労働者の育成・確保を図るため、訓練
生募集説明会を以下のとおり開催します。

【開催日】10月25日（火）
【時間】午前10時～午前11時
【会場】宮崎県建築業協会（宮崎市瀬頭2-4-12瀬頭ビル5

階）
【対象者】離転職者、新卒者、未就職卒業者など宮崎県で

の就職を希望する人、もしくは建設業に興味のある人（経
験不問）および保護者

【参加料】無料
問一般社団法人宮崎県建築業協会 建設労働者緊急育成
支援事業担当 高橋・佐保・伊東
☎0985-65-5864
FAX 0985-65-5844

イタリア中部地震の救援金のお願い

　日本赤十字社では、「 2016イタリア中部地震」の救援

金を受け付けています。救援金は、国際赤十字・赤新月社
連盟が実施する救援・復興活動の支援にあてられます。
■現金持参の場合
　日本赤十字社宮崎県支部えびの地区（えびの市社会福
祉協議会）の窓口で受け付けます。
※寄附金控除等のため受領証の発行を希望する場合は、
えびの市社会福祉協議会までお問い合わせください。
■銀行から送金する場合

【メガバンク】

銀行名 支店名 口座種類 口座番号

三井住友銀行 すずらん支店 普通 2787760

三菱東京 UFJ 銀行 やまびこ支店 普通 2105765

みずほ銀行 クヌギ支店 普通 0623374

［口座名義］日本赤十字社
※金融機関によって、振込手数料が発生する場合があり
ます。
※受領証を希望する人は、えびの市社会福祉協議会まで
お問い合わせください。
■郵便局から送金する場合

【口座記号番号】00110-2-5606
【口座加入者名】日本赤十字社

※通信欄に「 2016年イタリア中部地震」と明記してくだ
さい。
※受領証を希望する人は、併せて「受領証希望」と明記
のうえ、氏名、住所、連絡先を記載してください。
※窓口での取扱いの場合、送金手数料は無料です。
■共通事項

【受付期限】11月30日（水）
【税制上の取り扱い】個人については所得税法第78条第2

項第1号、地方税法第37条の2第1項第1号及び第314条の
7第1項第1号に規定する寄附金、法人については、法人
税法第37条第3項第1号の規定に基づく寄附金に該当し
ます。

【その他】国際赤十字・赤新月社連盟および日本赤十字社
の対応状況については、赤十字国際ニュースおよび日本
赤十字社ホームページ（ http://www.jrc.or.jp/ ）に随時掲
載する予定です。
問えびの市社会福祉協議会
☎35-2800
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南 方 神 社 の 大 太 鼓 踊りの 取 材 に 行 きました 。素 晴ら
しい踊りを披 露していました 。カメラマンが 多い の

には 驚 きました 。（ 東 ）

ご 当 地 グ ルメコン テストに 行 きまし た 。えび の 市 は
あっという間に列がで き、どの市 町 村よりも早く完

売しました 。応 援ありがとうございました 。（ 久保 田 ）

人　口 19,190人（前月比-3人）

男性／ 9,040人（ +5人）　女性／ 10,150人（ -8人）

転入／ 52人　転出／ 39人
出生／ 17人　死亡／ 33人

世帯数 8,577世帯（前月比+1世帯）
（平成28年9月1日現在）

E
d
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【申込期限】10月28日（金）
【申込方法】市農林整備課林務係に電話で申し込みくだ

さい。申込時に住所、氏名、連絡先をお知らせください。
申・問市農林整備課 林務係
☎35-1111（内線229）

ご参加ください「出会いを地域で生
み出す・育てる！」講演会

　市では、出会い創出事業の一環として、婚活における
地域のあり方や地域づくりなどに関する講演会を行います。
婚活支援には地域や周りのサポートが大きな力となります。
この講演会でいろいろな話を聞いてみませんか。ぜひ、ご
参加ください。

【開催日時】9月30日（金）午後7時～午後8時30分
【場所】市国際交流センター 1階大研修室
【定員】100人
【参加費】無料
【講師】特定非営利活動法人みんなのくらしターミナル　

初
は つ が の

鹿野 聡
さとし

氏
【申込期限】9月29日（木）
申・問市企画課 定住対策係
☎35-1111（内線321）

シンポジウム「川内川大洪水から10
年～今後の大規模災害に備えて～」

　川内川に甚大な被害をもたらした平成18年7月大洪水
から10年。川内川河川事務所では、過去の災害から得た
教訓を振り返り、今後の川内川の防災・減災を考えるシ
ンポジウムを開催します。

【開催日時】10月2日（日）午後2時30分～午後5時
【場所】鶴田中央公民館（鹿児島県薩摩郡さつま町神子

666番地1）
【定員】400人
【入場料】無料
問国土交通省川内川河川事務所 調査課
☎0996-22-3271

お求めは県内で
「オータムジャンボ宝くじ」
　今年のオータムジャンボ宝くじは、1等・前後賞合わせ
て5億円です。
　宝くじの収益金は市町村数による均等割、各都道府県
の人口割と前年度の発売実績に応じて、各都道府県に分
配されます。えびの市でもその収益金を財源として、市
町村振興事業を行っています。宝くじを購入するときは、
宮崎県内でお求めください。

【発売期間】9月26日（月）～ 10月14日（金）
【抽せん日】10月21日（金）
問市財政課 財政係
☎35-1111（内線381）

ご参加ください
「成年後見・民事調停制度説明会」
　宮崎地方裁判所では、毎年10月に「法の日」週間行事
として、各種行事を行っています。今年は成年後見制度・
民事調停制度の説明会を行います。

【開催日時】10月6日（木）午後2時～午後4時
【場所】宮崎市民プラザ4階大会議室
【定員】50人（先着順、要予約）
【参加費】無料
問宮崎地方・家庭裁判所総務課 庶務係
☎0985-23-2263

◎ 今月の 表 紙
　 8 月21 日 に 道 の 駅 えび の で 開 催 さ

れた赤ちゃん土俵 入り。

平成28年度就学時健康診断

　来年度に小学校入学予定の子どもを対象に就学時健康
診断を実施します。

【開催日】10月5日（水）飯野・上江小学校区
10月6日（木）加久藤・真幸・岡元小学校区

【場所】市文化センター
【時間】［受付］午後0時30分～午後1時15分
［健康診断・諸検査］午後1時15分～午後3時30分

※入学予定児の保護者宛てに、就学時健康診断通知書を
発送しています。届いていない場合は、市学校教育課教
育係にご連絡ください。
問市学校教育課 教育係
☎35-1111（内線413）

交通事故等に遭ったら届出を

　交通事故や傷害事件など、第三者の加害行為によって傷
害を受けた場合の治療費は、原則、加害者が負担すること
になります。国民健康保険で治療を受けることができます
が、この場合、一時的に治療費を立て替えたことになりま
す。立て替えた治療費は、後から加害者に請求します。
　加害者との話し合いで示談が成立した場合、示談の内容
が優先され、国民健康保険が立て替えた治療費を加害者
に請求できなくなることがあります。示談を結ぶ前に市健
康保険課まで届出をしてください。
※次のような内容は第三者行為となります。
・他人の飼い犬にかまれた
・落下物にあたった
・他人から提供された食事で食中毒になった

【届出に必要な提出書類】

・第三者行為による被害届（損害保険会社等に依頼しても構
いません）
・事故発生状況報告書（交通事故の場合）
・被害（傷病）状況報告書（交通事故以外の場合）
・交通事故証明書（警察署で発行してもらえます）
・念書
・示談書（示談が成立している場合）
　必要な人は、郵送しますので市健康保険課までご連絡く
ださい。
問市健康保険課 医療保険係
☎35-1111（内線273）

「えびのさわやか自然の森」下草刈・
環境体験学習の参加者募集

　環境保全活動の取り組みとして、鎌などを使っての下
草刈や間伐・枝打ち体験をコカ・コーラウエスト社と協働
して行い、併せて親子で楽しめる体験学習を実施します。
雄大な自然の中で一日、楽しく活動体験してみませんか。
午後からはおやつクッキング教室、木材を利用したキー
ホルダーづくりなどを予定しています。

【開催日】11月5日（土）
【時間】午前9時～午後3時 ［受付］午前9時～午前9時30分
【活動場所】えびの市大字末永（草刈・枝打ち）、グリーン

パークえびの（体験学習）
【定員】親子20組・一般20人
【集合場所】グリーンパークえびのコーク館 ※受付場所

から現地まではマイクロバスで移動します。
【連絡事項】作業のできる服装（長袖、長ズボン、長靴等）

でご参加ください。帽子、タオル、雨具等の準備をお願
いします。昼食（焼肉）、飲料、ヘルメット、作業用具、軍
手は主催者側で準備します。

【参加費】無料

今月の納税

国民健康保険税 第3期
後期高齢者医療保険料 第3期
9月30日（金）までに納めましょう。
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写真：ドクツルタケ（撮影：平成24年10月5日）

純白の天使

ドクツルタケ
Amanita virosa ハラタケ目テングタケ科
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